
平成 28 年度 第 2回 

大井川の源流を学ぶ視察会 

実績報告書
視察日  平成 28 年 10 月 18 日（火）～ 19 日（水） 

                      畑薙第一ダム湖に架かる畑薙大吊橋 

大井川の清流を守る研究協議会 



番 号 氏 名 性 別 部 屋 備考

1 長 尾 豊 男 や な ぎ ら ん

2 諸 田 耕 治 男 ち ん ぐ る ま

3 渥 美 季 子 女 ご ぜ ん た ち ば な

4 鈴 木 信 彦 男 ち ん ぐ る ま

5 山 本 敏 昭 男 つ が ざ く ら

6 山 本 光 江 女 ご ぜ ん た ち ば な

7 太 田 昇 男 つ が ざ く ら

8 太 田 恵 子 女 ご ぜ ん た ち ば な

9 矢 部 昇 男 や な ぎ ら ん

10 川 崎 寿 美 子 女 り ん ど う

11 森 田 節 子 女 り ん ど う

12 宮 村 久 雄 男 や な ぎ ら ん

13 小 澤 康 朗 男 つ が ざ く ら

14 小 澤 あ つ 子 女 ご ぜ ん た ち ば な

15 名 波 哲 子 女 き す げ

16 戸 田 三 津 夫 男 つ が ざ く ら

17 赤 川 泉 女 き す げ

18 小 澤 節 子 女 り ん ど う 講　師

19 梶 山 正 幸 男 う す ゆ き そ う 事務局

20 鈴 木 章 生 男 う す ゆ き そ う 事務局

21 高 木 良 男 う す ゆ き そ う 事務局

平成２８年度　第2回「大井川の源流を学ぶ視察会」参加者名簿（10/18～19）



期 日 項 目 時 間 行 程 及 び 説 明 内 容

島 田 駅 南 口
（ ロ ー タ リ ー ）
集 合

7:40

概 要 説 明
7：40～
7：50

研修会の概要説明、視察資料の配布、説明   　＊ 7:50出発

笹 間 川 ダ ム
8：35～
8:45

大井川上流で取水され発電に利水された水は、下流の発電所に送
られて再度利水され、一度も大井川本川に戻されることなく笹間川
ダムに集められる。さらに下流の川口発電所へ送水される。

塩 郷 堰 堤
8：55～
9：15

この堰堤は大井川ダム及び支流寸又川合流点下流の余水を集めて
笹間川ダムに送水するが、堰堤建設から３０年間(水利権）ゲートを
降ろして貯水を始めると一滴の水も流れず、河原砂漠が出現し１９８
９年（２７年前）に「水返せ運動」によって５ｔの水が流れることになっ
た。

四 季 の 里
9：20～
9：30

トイレ休憩

牛 の 首 （ 小 山 ）
10：10～
10：20

大井川で2番目に建設された発電所跡

大 井 川 ダ ム
奥 泉 発 電 所

10：25～
11：00

大井川ダムは大井川発電所(崎平）の取水のために、大井川本川を
堰き止める最初にできたダムである。すぐ上流にある長島ダムを飛
び越え、その上流の奥泉ダムより取水された水がこのダムに放流さ
れています。ダムの右岸には、そのための水圧鉄管や発電所があ
る。

接岨峡温泉会館
11：15～
12：00

昼食・休憩

井 川 ダ ム
12：30～
13：00

井川ダムはわが国で初めてのホーロー・グラビティ(中空重力）タイプ
を採用し昭和３２年９月に竣工し日英水力電気(株）が調査してから５
０年目に実現した。高さ１００メートル直下の左岸の井川発電所は落
差92.７メートル、最大出力62，000ｋｗである。年間流量の調整と洪
水調節・農業用水・飲用水の安定供給を図っています。

てしゃまんくの里
13：25～
13：30

トイレ休憩

畑 薙 第 一 ダ ム
14：05～
14：15

大井川最上流部に建設された世界で最も高い、他課さ１２５ｍの中
空重力式ダムで、下流の畑薙第二ダムとともに初めて混合揚水式発
電を行うダムとして建設された。

赤 崩 れ
14：50～
15：00

大井川上流部の大きな崩壊地

椹 島 ロ ッ ヂ
15：45～
16：00

燕 沢 土 捨 場
16：25～
16：35

中央新幹線(リニア)の建設土砂土捨場予定地

千 石 大 橋
16：40～
16：50

二 軒 小 屋 ロ ッ ヂ 17:00
夕食(18:00）

21：00　消灯

平成２８年度　第２回大井川の源流部を学ぶ視察会　日程

10月18日
（火）



期 日 項 目 時 間 行 程 及 び 説 明 内 容

二軒 小屋 ロ ッ ヂ
7:00

7：50

朝食

ロッヂ出発

田代川第二発電所(東電）とのかかわりについて

１．大井川の本川から山梨県早川（富士川水系）へ導水されている
２．最大取水量４．９９ ／ｓ　　　最大使用水量　５．３４ ／ｓ
３．水路延長　　　　田代川第二（発）　６，２００ｍ　　落差　500．9ｍ
　　　　　　　　　　　　　　〃　第一（発）　５，８００ｍ　　落差　350.．2ｍ
　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　１２，０００ｍ　　　　　　８５１．１ｍ
４．田代ダムの標高　　１，４００ｍ　　田代川第二（発）の標高　９００ｍ
５．水利権取得　　　　　　大正１０．　２．　７
　　発電用水許可期限　 平成３７．１２．３１

○Ｈ2７．１２月の水利権更新においては、H17更新時の合意事項に
よる　河川維持流量（季節により０．４３～１．４９ ／ｓとする）を継続
することで合意を得ている。ただし、12/6～3/19における必要流量
１．６２ ／ｓについては引続き検証することとした。許可期限を１０年
とする。

二 軒 小 屋 ロ ッ ヂ 9:20 出発　9:20

椹 島 ロ ッ ヂ
9：50～
10：30

白籏史朗記念館見学・トイレ休憩

畑 薙 第 一 ダ ム 11:40

白 樺 荘
11：50～
12：50

昼食・休憩

長 島 ダ ム
14：00～
15：00

国土交通省直轄の多目的ダムで洪水調整のほか農業用水・水道用
水の補給の水利を調整します。
長島ダムのコンジット（ダムの中腹の）ゲートは、日本最大級の大きさ
です。

四 季 の 里
15：45～
15：55

トイレ休憩

地 名 発 電 所 跡
16：10～
16：20

島 田 駅 南 口
（ ロ ー タ リ ー ）
到 着

17:10
解　散
＊浜松方面　　17：09 ・ 29 ・ 48発
   静岡方面　　17：06 ・ 22 ・ 37発

10月19日
（水）

田 代 ダ ム

取 水 水 路

取 水 口

本 川 流 路 （ 滝 ）

8：00～
9：10



大井川源流部を学ぶ視察会（第2回：H28.10.18～19）

塩郷えんてい

大井川ダム奥泉発電所

畑薙第一ダム

笹間川ダム

牛の首（小山）



畑薙第一ダム上流

井川ダム

井川ダム

赤崩れ畑薙第一ダム



田代ダム

燕沢土捨場
千石大橋

田代ダム

千石大橋



大井川の起点の前で田代ダム取水口

長島ダム見学

地名発電所跡



平成 28 年度第 2回「大井川の源流を学ぶ視察会」に関する 

意見・感想について 

○視察会開催をどのような形で情報をえましたか。 

 ・新聞掲載・・・・・・・・・8人 

 ・友人等からの紹介・・・・・2人 

 ・市町のホームページ・・・・4人 

○河床の変化や両岸の山腹崩壊など、大井川上流部の現状を知っていましたか。 

 ・知っていた・・・・・・・・8人 

 ・知らなかった・・・・・・・5人 

 ・関心がなかった・・・・・・1人 

○大井川の現状を視察して、どんなことを感じましたか 

・ダムによって生活を支えられていることの重要性や堆積土砂などの問題解

決に向け、一人でも多くの人達が視察会を通じて川の大切さを理解するこの

ような活動を進めていくことが大切だと感じました。 

このような活動を継続的に展開し、一刻でも早く従来持っていた自然豊かな

大井川のすがたを見たいものです。（牧之原市・男性） 

 ・想像していた以上に川の利用が進み、貴重な自然が失われていることを感じ

ました。山腹崩壊も進んでいて、それによるダムの土砂堆積でダムの洪水調

整機能も損なわれていると思いました。（川根本町・男性） 

 ・子どものころから大井川を見てきていますが、年々河床が上がっていて何と

かこの土砂を取り除くことが出来ないものかと思っています。 

大雨が降った時にはとても心配ですが、ダムが洪水にならないよう調整をし

ていることもわかりました。 

一方で、ダムで放流するとき、土砂も一緒に流して少しでも溜まった土砂を

減らすことが出来ないものかとも思いました。（川根本町・女性） 

 ・視察において、中部電力、東京電力より説明がありましたが、将来のことを

含めた今後の対応策等の説明があればもっと良かったと思いました。（川根

本町・男性） 



 ・水力発電の仕組みが分かった。特に水道水路を掘り発電能力を高める落差方

式が理解できた。また、ダムの機能も理解できた。大井川に設置されたダム

の多さと水の軌道も拝見できた。 

  しかし、国策の下に建設されたダム（えん堤）に因る堆砂での河床の低下、

山腹の崩壊、濁りの長期化に伴う水質の悪化と環境の破壊等は国策で考え

なかった負の遺産である。今後、何年か先には、堆砂の上昇で水害が発生す

るのではないか心配です。（島田市・男性） 

 ・ダム堆砂があれ程までに進んでいるとは予想もしなかった。（吉田町・男性） 

 ・山の土砂崩壊による川底の上昇やリニア新幹線の残土、地下水放水など、い

ろいろな問題が起こっていると感じました。 

  大井川の水の恩恵を日々受けている者として、もっと大井川に関心を持っ

ていくことが大切だと思いました。（御前崎市・男性） 

 ・もうこれ以上は出来ないくらい、大井川の水が利用されている現状は、いく

らなんでも行きすぎだと思います。河川維持流量をダムがない状況の 20％

以上くらいにしないと、生態系や水産資源は守ることができないのではな

いでしょうか。（浜松市・男性） 

 ・大井川に１６個所もの発電所、１４箇所のダムがあることに驚きました。 

  年間 3,500 ミリもの雨が降り、余すことなく利用され水の大切さをつくづ

く感じました。（島田市・男性） 

 ・大井川の現状を知り、自然の力にはかなわず特に山崩れはどうすることもで

きないことを知りました。地球温暖化の影響もあり、ますますひどくなると

思います。 

  リニア等、人類の発展も大事ですが、もうこれ位で自然と仲良く暮らす方を

取りたいです。（島田市・女性） 

 ・現状を見て、こんなにひどい現状とは思いませんでした。何とか小さい力で

も力を合わせ立ち上がらなければと思います。（川根本町・女性） 

 ・土砂が溜まり河床が上げっており、大雨や台風のとき心配です。 

昔は、魚もたくさんいて、子ども頃には大井川で遊んでいたので、今の現状

はとても寂しい。（島田市・女性） 



○行政や流域住民はどんなことをやっていったら良いと考えますか 

 ・関係市町の子供たちと大井川の大切さやあり方を理解する、大井川を考える

ワークショップを開催する。各市町の教育委員会と協力し子供たちの夏休

みの授業の一環として開催してはどうか。（牧之原市・男性） 

 ・塩郷ダムの撤去も含めて、河の流量を増やす事を目指していければ良いと思

います。（川根本町・男性） 

・溜まった土砂をどうにかして駿河湾に運び出すことを考えて行くことが必

要と思います。それと、この土砂を何かの形で利用することも皆で考えて行

きたいと思います。（川根本町・女性） 

・大井川塩郷えん堤で、全国初の河川維持流量の権利獲得は素晴らしい。 

 地域の行政機関や流域住民は、河川の実態を観察し変化について管理し、行

政に報告し検討してもらう事が大切と考えます。（島田市・男性） 

 ・現状を大井川の水の恩恵を受けている流域住民にもっと広報して関心を持

たせ、住民・行政一体となって国や JR 等へ意見を述べていかないといけな

いと考えます。（御前崎市・男性） 

 ・発電事業者や国交省とは別に、中立的な立場でこの現状を展示・解説する施

設があると素晴らしいと思います。（浜松市・男性） 

 ・ダムを有する県や国勢担当省庁の方々にも大井川の現状、特に崩壊地を見て

いただきたいと思います。現状を知ってもらう事で、今後の対策等を検討し

ていただき実施することが出来るのではないかと考えます。（島田市・男性） 

 ・良い企画なので、もっと若い人に知ってもらう、高校生や大学生を限定して

企画できないでしょうか。（島田市・女性） 

・放水の流量のこと、大井川に溜まった土砂のこと、井川線の維持・安全な管

理、中部電力にもっともっとお願いしなければいけないと切に思います。塩

郷ダムを取り外すこともお願いしたいと思います。（川根本町・女性） 

・大勢の人達に今の大井川の事を知ってもらい、いろいろ勉強し少しでも良い

完全に繋がるようにしていただきたい。（島田市・女性） 


